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柱 項目 施策の展開 担当課 主な事業概要・活動実績

【第1の柱】
交通安全思想の
普及徹底

幼児に対する
交通安全教育
の推進

まちづくり
推進課
酒田警察署

・交通安全教室の実施
　交通安全専門指導員派遣　幼児参加延べ人数　4,388人
　酒田警察署　園児参加延べ人数　371人
・幼児、保護者向け交通安全だより発行（年5回　かもしかクラブ・
　幼児交通安全教室対象園　31園）

小学生に対す
る交通安全教
育の推進

まちづくり
推進課
酒田警察署

・交通安全教室の実施
   交通安全専門指導員講師派遣（小学生参加延べ人数　1,372人）
　交通指導員講師派遣（小学生参加延べ人数605人）
　酒田警察署（小学生参加延べ人数　1,778人）

まちづくり
推進課
酒田警察署

・登校時の安全立哨指導　交通指導員　34人配置
・県下一斉見守りセーフティロード作戦の実施

まちづくり
推進課
酒田警察署

・交通安全教室の実施
　交通安全専門指導員派遣（中高生参加延べ人数39人）
　酒田警察署（中学生参加延べ人数　1,022人）
　酒田警察署（高校生参加延べ人数　1,737人）

飽海地区高
等学校交通
安全指導協
議会

・交通街頭指導
・交通安全講話やＬＨＲを活用した交通安全教育
・自転車安全点検と自転車保険加入の推進
　自転車通学者の自転車損害賠償責任保険加入率はTSマーク付帯の保険
を含め100％
・バイク「三ない運動」の定着
・自動車教習所への無許可入学と無許可免許取得の防止
・交通安全体験学習会
・薄暮時特別街頭指導（各校10月下旬～11月中旬にかけて２回実施）

酒田警察署

自転車警告カード（イエローカード）による指導、講習会への参加要請
　交付人数385人（前年比60人）
ひまわりの絆プロジェクトに伴う種の贈呈と播種
（京都府内の交通事故で亡くなった小学生が育てていたひまわりの種を交
通安全とともに全国へ広げる県警察主導のプロジェクト）

高齢者に対す
る交通安全教
育の推進

まちづくり
推進課
酒田警察署

・高齢者交通安全教室の実施（参加延べ人数　233人）
・かもしかクラブ祖父母参観（参加延べ人数　　９人）
・酒田警察署　高齢者交通安全教室（参加延べ人数　137人）

まちづくり
推進課

ハートフルメール事業の実施（県交通安全母の会連合会事業）
　市内小学校１０校の4年生４０５名が参加。高齢者に事故防止を呼びか
ける絵はがきを作成し、祖父母や地域の高齢者に送った。

酒田警察署

参加・体験・実践型交通安全教育の実施
・高齢歩行者教育システム歩行環境シミュレータ「わたりジョーズ君」を
用いた歩行者教育の実施（１回、参加人数75名）
・交通安全ゆとり号による運転者教育の実施（１回、参加人数５４人）
・動画ＫＹＴ（危険予測トレーニング）の実施（15回、参加人数469
人）
・交通安全危険予測シュミレーターの実施（Ｒ４年度実績なし）

酒田警察署
ほか関係機
関

自転車交通安全教室の実施
　令和4年度のシルバー・輪リン・スクールは新型コロナ感染症拡大防止
のため中止

障がい者に対
する交通安全
教育の推進

まちづくり
推進課

交通安全教室の実施（参加延べ人数　2団体、参加者112人）

外国人に対す
る交通安全教
育の推進

まちづくり
推進課
酒田警察署

・交通安全教室の実施
　交通安全専門指導員派遣（参加延べ人数　2団体、参加者11人）
・酒田警察署　交通安全教室の実施（参加延べ人数　２団体、参加者15
人）

(1)段階的かつ
体系的な交通
安全教育の推
進

令和４年度活動実績【道路交通安全についての対策】

中学生・高校
生に対する交
通安全教育の
推進
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柱 項目 施策の展開 担当課 主な事業概要・活動実績

【第1の柱】
交通安全思想の
普及徹底

交通安全教育
を推進するた
めの指導者の
育成

まちづくり
推進課

・4/12かもしかクラブリーダー総会および研修会
・7/１庄内地方かもしかクラブリーダー研修会
・R5.３/２交通指導員研修会（参加者３０人）
・各種交通安全専門指導員研修
　12/５～７交通安全指導者養成講座（１名受講）
　R5.2/18交通安全教育指導者研修会（Zoom参加）
　R5.３/６県市町村交通安全専門指導員研修会（庄内総合支庁）
　R5.3/１４チャイルドシート指導員養成研修会（Zoom参加）

交通安全教育
の推進

まちづくり
推進課

交通安全教育用機材等の貸し出し　７件
　＜貸出物品＞
　　教材ＤＶＤ、横断マット、紙芝居

(3)交通安全に
関する普及啓
発活動の推進

関係機関・団
体等と連携し
た交通安全活
動の推進 各関係機

関・団体と
連携

・酒田警察署、各交通関係機関・団体との連携強化を図り、交通安全活動
を推進した。
・啓発活動時等に「スマートドライバー宣言もっけだの～五則」、「ス
マート歩行者プロジェクト」の周知徹底に努めた。
・関係機関・団体と協力し、歩行者に日本一やさしい山形県の実現を目指
し、歩行者保護意識の浸透をるため、周知徹底に努めた。

交通安全運動
の推進

まちづくり
推進課、各
関係機関・
団体と連携

・日中広報街宣　年間150回、早朝広報街宣　年間32回
・県民運動期間及び交通安全の日に街頭指導を計画的に実施した。
・交通安全ふれあい活動～明るいやまがた夏の安全県民運動～
　帰省者（車）に対する啓発活動の実施
　8/５酒田ＩＣ（県警高速警察隊、庄内総合支庁、酒田市ほか）
・市民大会の実施
・各季交通安全県民運動出発式
「安全と安心のまち酒田」７/２７　規模を縮小して開催 200人参加
　春の交通安全県民運動出発式　酒田警察署（会議室）
　夏の安全県民運動出発式　酒田警察署（署前駐車場）
　秋の交通安全県民運動出発式　酒田警察署（会議室）

・プラカード街頭指導（各関係機関と合同）
　交通安全の日（4～12月　1日・15日実施　18回）、公所長等早朝一
斉街頭指導（春と秋の交通安全運動期間中に実施　4/15、9/30の2
回）、死亡事故ゼロの日（4/10、9/30の2回）等計22回
・交通安全啓発活動（各関係機関と合同・市単独合計）23回、配布対象
者3,558人

・広報媒体の積極的活用
市広報、市ホームページ、防災無線（支所地域）、FMラジオを積極的に
活用し、県民運動の周知や交通安全計画等の情報発信を行った。

横断歩行者の
安全確保 各関係機

関・団体と
連携

・関係機関・団体と協力し、歩行者に日本一やさしい山形県を目指し、
「交通安全ありがとう運動」を展開し、歩行者保護意識の浸透を図った。

シートベルト
全席着用及び
チャイルド
シートの正し
い着用の徹底

まちづくり
推進課

・チャイルドシート及びシートベルト啓発リーフレットの配布
　母子健康手帳交付申請者及び転入者　482人
　子育て支援センター等の保護者向け交通安全教室　21人（3/16交流ひ
ろば）

酒田地区交
通安全協会

・チャイルドシート、ベビーシートレンタル事業
　年間貸出台数92台

(2)効果的な交
通安全教育の
推進

普及啓発活動
の効果的な展
開

まちづくり
推進課
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柱 項目 施策の展開 担当課 主な事業概要・活動実績

【第1の柱】
交通安全思想の
普及徹底

(3)交通安全に
関する普及啓
発活動の推進

薄暮時におけ
るヘッドライ
トの早め点
灯・ハイビー
ムの積極活用
の促進

各関係機
関・団体と
連携

・市広報や、FMラジオを活用し広報啓発を行った。
・関係機関・団体と一緒にプラカードによる街頭啓発活動を行った。

高速道路にお
ける効果的な
啓発の充実

東日本高速
道路㈱
各関係機
関・団体と
連携

・各関係機関と合同で、帰省客等高速道路利用ドライバーに対する交通安
全啓発活動の実施
8/5「夏の交通安全キャンペーン」酒田ＩＣ出入口付近で実施

(4)地域で守る
交通弱者の交
通安全対策の
推進

地域で守る交
通弱者の交通
安全対策の推
進

まちづくり
推進課
酒田地区交
通安全協会

・交通指導員3４人を配置し、朝の登校時に児童、生徒をはじめとする市
民の通行の安全指導を行った。
・高齢者等の家庭を訪問し、交通事故防止や各種犯罪被害防止を呼びか
け、夜光反射材を配布してその活用を指導することで、交通安全意識の啓
発を図った。
【年間家庭訪問数】
　酒田地区交通安全協会　23,493世帯

(5)飲酒運転の
撲滅

飲酒運転の撲
滅 各関係機

関・団体と
連携

関係機関・団体等と協力し、交通安全教室、事業所訪問、街頭啓発活動な
どあらゆる機会を通じて啓発活動を実施。

(6)自転車の安
全利用の推進

自転車の安全
利用の推進

まちづくり
推進課

・TSマーク等、各種自転車損害賠償責任保険への加入促進
・ヘルメット着用推進
・市内の中学1年生（７校830部）を対象に自転車安全利用リーフレット
を配付した。
・自転車損害賠償責任保険等への加入義務化の周知を図った。（5/１６酒
田駅前　啓発物品・チラシ等100部）

薄暮時の早め
点灯等の推進 まちづくり

推進課

・自転車の早め点灯の周知徹底
・市内中学校1年生を対象に自転車用反射材を配布
　　（配付数820個）

【第2の柱】
安全運転の確保

安全運転の確
保

高齢運転者標
識（高齢者
マーク）の周
知

まちづくり
推進課

交通安全教室で行う講話や寸劇でテーマとして取り入れるなどして周知を
図った。

効果的な交通
安全教室の実
施

まちづくり
推進課

市内の交通事故発生状況や事故事案の解説と、寸劇や軽体操などを組み合
わせ、わかりやすい交通安全教育を実施に努めた。

運転免許自主
返納制度の周
知

まちづくり
推進課

自主返納手続きや酒田市の自主返納支援制度について、市広報やFMラジ
オ、交通安全教室等で周知に努めた。

【第３の柱】
道路交通環境の
整備

(1)幹線道路に
おける交通安
全対策の推進

幹線道路にお
ける交通安全
対策の推進

土木課 市道：実績なし

(2)生活道路等
における「人
優先」の安
全・安心な歩
行空間の整備

安全な歩行空
間、ひとにや
さしい標識等
の整備

土木課 ・道路標示や道路標識等の整備補修の推進

-3 -



柱 項目 施策の展開 担当課 主な事業概要・活動実績

【第３の柱】
道路交通環境の
整備

(2)生活道路等
における「人
優先」の安
全・安心な歩
行空間の整備

通学路等にお
ける整備

学校教育課
他関係機関

・通学路危険箇所点検
　各小中学校から提出された意見・要望について、各関係機関で意見を交
わし、合同で現地調査を実施し交通安全の推進を図った。
  合同点検事前対策検討　 ７/20　17校48か所
　危険箇所合同点検   　　12/７　 １校１か所（松山小）

未就学児が日
常的に集団で
移動する経路
の安全確認

保育こども
園課

・未就学児が日常的に集団で移動する経路の安全確認（令和元年度実績）
　各保育所等から提出された危険個所について、各関係機関で意見を交わ
し、合同で現地調査を実施し交通安全の推進を図った。
　合同点検事前対策検討（警察、市） 19施設、68か所
　危険箇所合同点検 6施設10か所
・令和元年度の調査結果により、令和元年度から令和2年度にかけて、危
険個所の対策を講じた。

(3)歩行者・自
転車対策及び
生活道路対策
の推進

歩行者・自転
車対策及び生
活道路対策の
推進

土木課

・道路パトロールにより交通安全上危険箇所は速やかに補修整備を
　実施。
・冬期間の円滑な道路交通の確保
　除雪指定路線延長833.4km（市が管理する道路の85.3％）

(4)地域住民等
と一体となっ
た道路交通環
境の整備

地域住民等と
一体となった
道路交通環境
の整備

土木課 市道：実績なし

(5)高速道路に
おける事故防
止対策の推進

高速道路にお
ける事故防止
対策の推進

東日本高速
道路㈱
各関係機
関・団体と
連携

・交通安全施設の維持を図るとともに、各種点検等の作業を実施し異常事
態の発生の未然防止に努めた。
   8/6「夏の交通安全キャンペーン」酒田IC

(6)円滑・快適
で安全な道路
交通環境の整
備

道路の使用及
び占用の適正
化等

土木課
・道路占用許可の適正な運用と占用物件等の維持管理の適正化を指導。
・道路交通の妨害となる不法占用物件等については是正指導を実施した。

自転車等駐車
対策の推進

まちづくり
推進課

・駅周辺自転車駐輪場における放置自転車の撤去
　11/24　３５台
・飽海地区高等学校交通安全指導協議会の協力を得て、生徒に対し、卒業
前の持ち帰りを指導し、秩序ある利用の促進を図った。

(7)公共交通体
系の整備・利
用促進

公共交通体系
の整備・利用
促進 都市デザイ

ン課

・令和4年8月に公共交通体系を改編し、新しい運行内容に変更した。
・路線バスやデマンドタクシーの利用促進を図るため、周知活動を実施し
た。

(8)総合的な駐
車対策の推進

総合的な駐車
対策の推進

まちづくり
推進課

・交通安全関係団体等の協力を得て、違法駐車排除の広報啓発活動に努め
た。

(9)災害に備え
た道路交通環
境の整備

災害に備えた
道路の整備 土木課 市道：実績なし

災害に強い交
通安全施設等
の整備 土木課

交通安全施設の整備及び交通規制を実施するための交通規制資機材の確保

道路法に基づ
く通行の禁止
または制限 土木課 災害が発生した場合でも安全な道路交通の確保を図った。

子どもの遊び
場等の確保

整備課 専門業者による、遊具の定期点検と更新、改修を実施した。

(10)交通安全
に寄与する道
路交通環境の
整備
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柱 項目 施策の展開 担当課 主な事業概要・活動実績

【第4の柱】
救助・救急活動
の充実

(1)救助・救急
業務体制の整
備

救助体制の整
備・拡充 酒田地区広

域行政組合
人命救助のために必要な救助装備の充実を図り、併せて、救助隊員を含め
た消防隊員の救助技術のレベルアップを図った。

多数傷者発生
時における救
助・救急体制
の充実

酒田地区広
域行政組合

消防機関における広域応援体制の充実を図り、関係機関との救護訓練の実
施により、集団救助及び救急事故体制の連携強化に努めた。

心肺蘇生法等
応急手当の普
及啓発活動の
推進

酒田地区広
域行政組合
健康課

・市民を対象としたAED（自動体外式除細動器）の操作方法を含めた心肺
蘇生法に関する講習会を開催し、応急手当の普及啓発を行った。
・公共施設等へのAED設置の推進を図った。
　R4年度AED設置状況　酒田市内292か所、315台

救急救命士の
養成・配置等
の促進

酒田地区広
域行政組合

・救急救命士を計画的に配置できるよう養成を図るとともに、救急救命士
の行う応急処置を円滑に実施するための講習及び実習を積極的に行った。
・また、救急救命士が行う応急処置等の質を確保するためメディカルコン
トロール体制の下に教育・訓練の充実を図った。

高規格救急自
動車の計画的
更新

酒田地区広
域行政組合

各署に高規格救急自動車を配備し、併せて全車に除細動器等を配置して、
傷病者に対する迅速な処置と適切な搬送を行った。

消防防災ヘリ
コプター及び
ドクターヘリ
による救急業
務の推進

酒田地区広
域行政組合

災害の状況に応じて、消防防災ヘリ及びドクターヘリの積極的な活用を
行った。

救助隊員及び
救急隊員の教
育訓練の充実

酒田地区広
域行政組合

消防学校、地区メディカルコントロール関係医療機関の協力により、救助
及び救急隊員に対する災害現場での連携訓練と教養を行った。

高速道路にお
ける救急業務
実施体制の整
備

酒田地区広
域行政組合

高速道路で発生した災害に対して、東日本高速道路株式会社との情報共有
を図り、関係機関との連携訓練を実施した。

(2)救急関係機
関の協力関係
の確保等

救急関係機関
の協力関係の
確保等 酒田地区広

域行政組合

救急医療施設への迅速かつ円滑な収容を確保するため、関係機関と密接な
連携・協力を築くとともに、救急医療機関との連携については、救急ワー
クステーションを活用して積極的な強化を図った。

【第5の柱】
交通事故被害者
等支援の推進

(1)交通事故相
談活動の推進

交通事故相談
活動の推進 まちづくり

推進課
交通事故による被害者やその家族に対し、交通事故相談活動の周知を図
り、広く相談の機会の提供に努めた。

(2)交通事故被
害者対策の充
実

交通事故被害
者に対する支
援 まちづくり

推進課
山形県交通安全母の会連合会の交通遺児激励金等の情報提供に努めた。
Ｒ４年度交付対象者：勉学等奨励金６人、卒業祝金２人、入学祝金１人

【第6の柱】
交通事故調査・
分析の充実

(1)交通事故多
発箇所の共同
現場点検

交通事故多発
箇所の共同現
場点検

各関係機
関・団体と
連携

Ｒ４年度実績なし

(2)交通死亡事
故等重大事故
発生に伴う緊
急現場点検

交通死亡事故
等重大事故発
生に伴う緊急
現場点検

酒田警察署
ほか関係機
関

交通死亡事故現場点検 ３か所にて実施
6/6（横代）、11/4（生石）、R5．3/9（門田）

-5 -



柱 項目 施策の展開 担当課 主な事業概要・活動実績

(1)踏切道の構
造の改良の促進

土木課
酒田保線技
術センター

踏切保安設備等の整備の推進を図る。

(2)踏切保安設
備の整備の実施 冬期間における踏切道付近の除雪については、道路管理者と関係機関の連

携を密にして通行の安全確保を図る。

(3)その他踏切
道の交通の安全
及び円滑化等を
図るための措置

踏切道の交通
の安全及び円
滑化等を図る
ための措置

酒田保線技
術センター ・4/１１春の交通安全運動の一環として、第一元和泉踏切で「踏切事故防

止キャンペーン」を実施。
・9/21秋の交通安全運動の一環として、観音寺街道踏切で「踏切事故防
止キャンペーン」を実施。
【踏切事故防止キャンペーン実施内容】
「踏切手前での一旦停止」「警報機が鳴ったら渡らない」等の呼びかけ及
びリーフレット等の配布による啓発活動を実施した。

踏切保安設備
の整備の実施

令和４年度活動実績【踏切道における交通の安全についての対策】

踏切道における
交通安全のため
の背策の展開
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